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１１月に入っても夏日が続き、７日の最高気

温は２７．５℃になった。昨日から最高気温が２

１℃となり秋の爽やかな季節になった。 

イスラエル軍とイスラム主義組織ハマスの

軍事衝突は一ヶ月が過ぎたが収まる様子が

ない。イスラエル軍によるパレスチナ自治区

ガザへの侵攻はガザ北部のガザ市中心部に

到着した。空爆と同時に地上部隊の侵攻が続

いている。東京で開催されたＧ７外相会合で

は戦闘を一時的に止める「人道的休止」の共

同声明を発表した。声明のも効果は疑問であ

る。イスラエル軍の攻撃でこれまでに１万人以上が殺害され、そのうち４１００人が子供である。  

今回のお店は木内さん、花上さんご紹介の本郷三丁目にある台湾薬膳料理「麺覇王（めんばーわん）」である。

私は丸ノ内線本郷三丁目駅から道に迷い、最後は久松さんからの電話による道案内で店についた。参加者は１

３名。店奥の２テーブルに着席した。店主徐さんから２月に奥さんが亡くなったので十分なサービスが出来な

いが美味しい物を作ると断りがあった。壁の棚に奥さんの遺影が飾ってあった。 

今日のお酒は瓶ビールと８年物の金印紹興酒である。まず瓶ビールを注文しグラスを満

たした。先月に続き丹羽さんに乾杯の音頭をお願いした。前菜はいかにも薬膳がしみ込ん

だ煮卵である。ビールのアテにいい。店のホームページにある店主の言葉は「唯一無二の

薬膳スタミナで健康第一！ これ真実のコト！」とある。８年物金印紹興酒を頼

んだ。柔らかい穏やかな味で杯が進む。テーブルごとに大皿で薬膳料理が運ばれ

てきた。「スタミナ鶏の唐揚げ」「黒酢酢豚」「葉ニンニクの野菜炒め」、どの料理

もやや薄味で深みがあり美味しい。「一年中夏餃子エビしんじょう添え」「エビチ

リ」と続く。飲みながらの歓談が続く。お腹も大分満たされて来た。時計が２０

時３０分を指していた。料理が続く。メニューにはない店主特製の赤い色の「か

に玉フカヒレスープ」が運ばれてきた。量もたっぷりでお代わりが出来た。デザートは「薬膳仙草ゼリー」と

なった。体が軽くなったと早くも薬膳効果が出た人もいる。店主はカメラマンもやっていたようだ。お願いし

て集合写真を撮った。時計は９時１０分を指そうとしていた。 

参加者（敬称略・順不同）久松･後藤･長戸･山村･安井･永井・小野･丹羽･花上･桜井･永沼・浅野・廣瀬の 13 名  

２７８回謳粋会は令和 5 年 1２月１４日（木）に開催される。           ＜廣瀬記＞ 


